


※ 市道三太郎線の長さは約 10km。観察には 1 時間半～2 時間程度かか

ります。（時間制限はありません。） 

※ 市道石原栄間線の通行には、Web 予約時の事前申請が必要です。また、
自然保護パトロールの一環として、密猟者、昆虫トラップ設置等の異常
があれば報告を行ってください。 報告先： RO-AMAMI@env.go.jp 

 

  

○エコツアーガイド同行を推奨！ 

・運転お任せ安全に観察！ 
・遭遇、発見はさすがプロ！ 
・右のQRコードから予約 → 

○予約時間の前後５分以内に出発

してください。車間が詰まると野生動

物に遭いにくくなります。 

○ルール看板をよく読んでから

通行してください。 

○仮予約、無断キャンセルはやめましょう。

他の方の迷惑になります。 

○緊急時以外はUターンしないでください。 

○車を降りて観察する際には、他の車や

ハブ等に十分注意してください。 

 
 

 

皆が楽しめるよう、お互いにゆずりあって利用しましょう！ 

速度：時速10km以下で、生き物に気をつけて走行する。 

・野生動物の交通事故防止のため、極力スピードを控えて走行する。 

・アマミノクロウサギだけではなく小型の両生類、爬虫類、甲殻類などにも気をつけて走行する。 

・カエルやイモリ、オタマジャクシ等の生活の場である水たまりはなるべく車で踏まない。 

・道路の端から飛び出してくる生き物に気をつける。 

・下り坂はスピードが出やすいので特に注意する。 

観察時：動物から離れて、静かに観察する。 

・動物には触らない。 

・動物に餌を与えない。 

・大声を出さない。 

・車のドアを勢いよく閉めない。 

・アマミノクロウサギ等の哺乳類・鳥類からは２ｍ以上離れて観察する。 

ライト：生き物を探すライトは車につき１本とする。 

・手持ちライトで逃げていく生き物をしつこく追わない。 

追いつき：前の車に追いついたらハイビームをやめて一旦待機し、合図(左ウィンカー）がでるまで

無理に追い抜かない。前の車は、十分観察できた場合は後続の車に先頭をゆずる（左ウィ

ンカーで合図する）。 

すれ違い：対向車が来たときはハイビームをやめる。 

すれ違い時には上り優先通行とし、待機車（下り）は消灯する。 

その他 ：ペットを連れていかない。 
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夜間の野生動物観察ルール 

ご利用に当たって 

 

 

前の車が生き物を

観察中かも。 

合図がでるまで後

ろで待とう！ 

追い抜きOKの合図は 

左ウィンカー！ 
 




